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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体への接触物の接触パターンを検出する検出手段と、
　携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶可能な記憶手段と、
　前記検出手段によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段
に記憶されているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定
された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態と
なるように携帯電子機器を制御する制御手段と、
　前記検出手段によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直
後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手
段に記憶させる学習手段と
　を備え、
　前記判定手段は、前記記憶手段に記憶されている接触パターンの信頼度が低い場合に、
前記判定を行わないことを特徴とする携帯電子機器。
【請求項２】
　前記記憶手段は、あらかじめ携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付け
して記憶していることを特徴とする請求項１に記載の携帯電子機器。
【請求項３】
　前記動作状態は、前記携帯電子機器で起動中のアプリケーションに関連するものである
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ことを特徴とする請求項１または２いずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項４】
　前記動作状態は、前記携帯電子機器で起動対象となっているアプリケーションに関連す
るものであることを特徴とする請求項１または２いずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項５】
　前記動作状態は、スクロールイベントに関連するものであることを特徴とする請求項１
または２いずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項６】
　前記動作状態は、ピンチインまたはピンチアウトイベントに関連するものであることを
特徴とする請求項１または２いずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項７】
　前記動作状態は、フリックイベントに関連するものであることを特徴とする請求項１ま
たは２いずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項８】
　筐体への接触物の接触パターンを検出する検出工程と、
　携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶手段に記憶させるこ
とが可能な記憶工程と、
　前記検出工程によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段
に記憶されているか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定
された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態と
なるように携帯電子機器を制御する制御工程と、
　前記検出工程によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直
後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手
段に記憶させる学習工程と
　を含み、
　前記判定工程は、前記記憶手段に記憶されている接触パターンの信頼度が低い場合に、
前記判定を行わないことを特徴とする、携帯電子機器の制御方法。
【請求項９】
　携帯電子機器のコンピュータに、
　筐体への接触物の接触パターンを検出する検出手段、
　前記携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶可能な記憶手段
、
　前記検出手段によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段
に記憶されているか否かを判定する判定手段、
　前記判定手段によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定
された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態と
なるように携帯電子機器を制御する制御手段、
　前記検出手段によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直
後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手
段に記憶させる学習手段
　としての機能を与えるプログラムであって、
　前記判定手段は、前記記憶手段に記憶されている接触パターンの信頼度が低い場合に、
前記判定を行わないことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電子機器、その制御方法及びプログラムに関し、特に、多機能型の携帯
電子機器、その制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　今日、多機能型の携帯電子機器として、スマートフォンと呼ばれる携帯電話機が普及し
ている。スマートフォンの特長の一つは、アプリケーションの組み込み（インストール）
容易性にある。つまり、スマートフォンにはあらかじめ基本的なアプリケーションがイン
ストールされているが、スマートフォンの使用者（以下、ユーザ）は、いつでも好きなと
きに自分が使いたいアプリケーションをネットからダウンロードして自由にインストール
できることに特長の一つがある。
【０００３】
　しかし、この特長は一方で、アプリケーションの実行操作に手間がかかるという短所を
招く。これは、スマートフォンにインストールされるアプリケーションの数が大量（少な
くても数十、多ければ百を越える）になるからであり、実行したいアプリケーションを簡
単に見つけ出せなくなるからである。
【０００４】
　一般的にスマートフォンにおけるアプリケーションの管理は、ホーム画面と称される複
数枚のメニュー画面に、アイコンと呼ばれるアプリケーション起動用のオブジェクトを配
置して行われている。多くの場合、一つのホーム画面に２０個程度のアイコンが配置され
る。さらに、所望により、任意のアイコンをフォルダ形式にして、そのフォルダ内にいく
つかのアイコンをまとめることもできる。
【０００５】
　このようなアプリケーション管理において、所望のアプリケーションを実行しようとし
たとき、ユーザは、ホーム画面を順次に開き、所望のアプリケーションのアイコンを見つ
け出し、そのアイコンにタッチするという操作を行うことになる。さらに、所望のアプリ
ケーションのアイコンがフォルダ形式のアイコンに格納されている場合は、そのフォルダ
を開くという操作も必要になる。
【０００６】
　かかる操作は、インストールされているアプリケーションの数（アイコンの数）が少な
い場合は、とりたてて面倒であるとは言えないが、とりわけ百を超えるような場合は当然
ながら相当の手間と面倒を否めない。
　したがって、少ない手間で所望のアプリケーションを実行できるようにしたいというユ
ーザ要求がある。
【０００７】
　このようなユーザ要求に応えることができる関連技術としては、たとえば、下記の特許
文献１～４に記載されたものがある。
【０００８】
　特許文献１には、所定の接触パターン・・・・同文献ではタッチパネルへの長押し３回
、短押し３回、長押し３回のパターン（つまり、“―――・・・―――”というＳＯＳ電
信符号を模したパターン）・・・・を検出したときに、緊急通信を行うことが記載されて
いる。
　これによれば、特定のタッチ操作を行うことにより、いちいちホーム画面から該当する
アイコンを見つけ出すことなく、所要のアプリケーション（ここでは緊急通信用のアプリ
ケーション）を実行することができる。
【０００９】
　また、同様の技術として、特許文献２には、ロボットの「なで方」を検出し、その検出
結果からロボットの使用者を判定することが記載されている。「なで方」は、ロボットの
頭部やあごなどに設けられた圧力センサによって検出されるもので、特許文献１の所定の
接触パターンに相当する。
【００１０】
　また、特許文献３には、携帯電子機器の筐体に１個の振動発信部と４個の振動受信部と
を設け、筐体を握る手の親指から他の４指へと振動を伝え、その振動の伝達パターンに基
づいて個人認証を行うことが記載されている。
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【００１１】
　また、特許文献４には、接触パターン（同文献では１点接触、２点接触または３点接触
）とメールや電話の着信グループとをあらかじめ関連付けて登録しておき、着信の際にバ
イブレーションで知らせると共に、実際の接触パターンと記憶されている接触パターンが
一致したときにはバイブレーションを停止させることによって、登録されているグループ
からの着信であることを通知することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２０１１－２２３２８５号公報
【特許文献２】特開２００１－１５７９８５号公報
【特許文献３】特開２００８－２８２０８４号公報
【特許文献４】特開２０１２－０４９９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、特許文献１の技術は、特定の内部動作（緊急通信を行う）にしか適用で
きず、汎用性が低いという問題点がある。同様に、特許文献２の技術も、特定の内部動作
（使用者の判定）にしか適用できず、汎用性が低いという問題点がある。
　また、特許文献３の技術は、１個の振動発信部と４個の振動受信部が必要であり、部品
点数が多くなってコストアップを否めないという問題点がある。
　また、特許文献４の技術は、１点接触、２点接触または３点接触といった特定の接触パ
ターンにしか対応できず、汎用性が低いという問題点がある。
【００１４】
　そこで、本発明の目的は、コストアップを招くことなく汎用性の高い接触パターン判定
を行うことができる携帯電子機器、その制御方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の携帯電子機器は、筐体への接触物の接触パターンを検出する検出手段と、携帯
電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶可能な記憶手段と、前記検
出手段によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶さ
れているか否かを判定する判定手段と、前記判定手段によって、該当する接触パターンが
前記記憶手段に記憶されていると判定された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記
記憶手段に記憶されている動作状態となるように携帯電子機器を制御する制御手段と、前
記検出手段によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直後に
ユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手段に
記憶させる学習手段とを備え、前記判定手段は、前記記憶手段に記憶されている接触パタ
ーンの信頼度が低い場合に、前記判定を行わないことを特徴とする。
　本発明の携帯電子機器の制御方法は、筐体への接触物の接触パターンを検出する検出工
程と、携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶手段に記憶させ
ることが可能な記憶工程と、前記検出工程によって検出された接触パターンに該当する接
触パターンが前記記憶手段に記憶されているか否かを判定する判定工程と、前記判定工程
によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定された場合に、
当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態となるように携帯
電子機器を制御する制御工程と、前記検出工程によって検出された接触パターンと該接触
パターンの検出時または検出直後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状
態とを関連付けして前記記憶手段に記憶させる学習工程とを含み、前記判定工程は、前記
記憶手段に記憶されている接触パターンの信頼度が低い場合に、前記判定を行わないこと
を特徴とする。
　本発明のプログラムは、携帯電子機器のコンピュータに、筐体への接触物の接触パター
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ンを検出する検出手段、前記携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けし
て記憶可能な記憶手段、前記検出手段によって検出された接触パターンに該当する接触パ
ターンが前記記憶手段に記憶されているか否かを判定する判定手段、前記判定手段によっ
て、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定された場合に、当該接
触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態となるように携帯電子機
器を制御する制御手段、前記検出手段によって検出された接触パターンと該接触パターン
の検出時または検出直後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関
連付けして前記記憶手段に記憶させる学習手段としての機能を与えるプログラムであって
、前記判定手段は、前記記憶手段に記憶されている接触パターンの信頼度が低い場合に、
前記判定を行わないことを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、コストアップを招くことなく汎用性の高い接触パターン判定を行うこ
とができる携帯電子機器、その制御方法及びプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態に係る携帯電話機の外観図である。
【図２】手の接触パターンを示す概念図である。
【図３】携帯電話機の内部ブロック図である。
【図４】ＰＲＯＭ３０の概念的な記憶構造を示す図である。
【図５】規定接触パターン情報と学習接触パターン情報の構造模式図である。
【図６】制御プログラムの概略的なフローを示す図である。
【図７】接触パターン判定の概念図である。
【図８】図６のステップＳ３における判定概念図である。
【図９】付記１の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を、スマートフォンと呼ばれる多機能型の携帯電話機への適用
を例にして、図面を参照しながら説明する。
【００１９】
　図１は、実施形態に係る携帯電話機の外観図である。この図において、携帯電話機１０
は、手持ち可能な形状（たとえば、タブレット状）の筐体１１の主面１７（操作対象の面
）に、液晶パネル等の表示部１２を配置するとともに、その表示部１２の下端側の額縁１
３内に、１ないし複数（ここでは一例として３つ）の物理キー１４～１６を配置して構成
されている。
【００２０】
　物理キー１４～１６の用途は特に限定しないが、たとえば、一般的な例に倣い、左側の
物理キー１４をメニュー用、中央の物理キー１５をホーム画面復帰用、右側の物理キー１
６を１つ前の画面復帰用としてもよい。また、図面では略しているが、筐体１１の任意面
に電源スイッチを設け、さらに必要であれば、任意面の任意位置にＳＤカード等の記憶メ
ディアスロットや充電及び外部インターフェース兼用のコネクタなどを設けていてもよい
。
【００２１】
　筐体１１は、上記のとおり、手持ち可能な形状を有しており、且つ、手持ちされる際ま
たは手持ちして操作される際における人体等の接触物の接触パターンを検出するための検
出手段を備えている。
【００２２】
　ここで、接触物（ここでは手〔持ち手や操作指〕）の接触パターンとは、筐体１１を手
で保持している状態、または、手で保持した状態で携帯電話機１０に対して何らかの操作
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を行うときにおいて、その筐体１１の持ち方や操作の仕方を示す情報のことをいい、具体
的には、筐体１１の各面に対する、保持手や操作指の接触領域に関する様々な情報、たと
えば、領域の位置（場所）及び領域の大きさや形などを定量的に示す情報のことをいう。
【００２３】
　本実施形態では、接触パターンの検出対象を、筐体１１の主面１７と背面１８及び左側
面１９並びに右側面２０の４面とするが、これは最も望ましいベストモードを示す例であ
る。すなわち、一般的にタブレット状の筐体１１を片手、たとえば、右手で保持する場合
、右手の母指球（親指の付け根のふくらみ）が右側面２０に接触し、右手の手の平が背面
１８に接触し、さらに、右手の親指以外の３指または４指の腹部分が左側面１９に接触す
るからであり、加えて、この状態で表示部１１に対するタッチ操作を行う場合は、操作指
（保持手の親指または空いている方の手の人差し指や中指等）が主面１７に接触するから
である。
【００２４】
　このように、接触パターンの検出対象面を４面とすれば、上記すべての接触に伴う接触
パターンを余すことなく検出できるので実用上望ましいが、検出対象面を４面よりも少な
くすることも原理的には可能である。たとえば、筐体１１の背面１８を除く、主面１７と
左側面１９及び右側面２０の３面を検出対象面としてもよい。３面にすると、接触パター
ンの検出精度が低下するものの、コストを削減することができる。４面または３面のいず
れにするかは、検出精度とコストの兼ね合いから適宜に選択すればよい。あるいは、左側
面１９と右側面２０の２面としてもよい。ただし、多くの携帯電子機器は主面にタッチパ
ネル付きの表示部を備えているため、２面のみの実施形態は現実的でない。実際上は、表
示部のタッチパネルを含めて３面または４面とすればよい。
【００２５】
　接触パターンの検出手段は、筐体１１の各面に設けられた複数の平面型の接触センサで
構成することができる。本実施形態では、上記のベストモードに従い、筐体１１の主面１
７と背面１８及び左側面１９並びに右側面２０の各々に合計４つの接触センサを設けてい
る。以下、主面１１に設けたものを主面接触センサ２１といい、背面１８に設けたものを
背面接触センサ２２といい、左側面１９に設けたものを左側面接触センサ２３といい、右
側面２０に設けたものを右側面接触センサ２４ということにする。
【００２６】
　主面接触センサ２１は、表示部１２のタッチパネルを兼ねており、この主面接触センサ
２１は、表示部１２の表示画面に対するユーザの手の接触パターンを検出する。また、背
面接触センサ２２は、筐体１１の背面１８に対するユーザの手の接触パターンを検出し、
左側面接触センサ２３は、筐体１１の左側面１９に対するユーザの手の接触パターンを検
出し、右側面接触センサ２４は、筐体１１の右側面２０に対するユーザの手の接触パター
ンを検出する。
【００２７】
　これら４つの接触センサ（主面接触センサ２１、背面接触センサ２２、左側面接触セン
サ２３及び右側面接触センサ２４）は、前記のとおり、手の接触パターンを検出するもの
であり、そのいずれにも、たとえば、投影型静電容量式のタッチパネルを使用することが
できる。
【００２８】
　静電容量式のタッチパネルの原理は、人体を所定の静電容量体とみなし、人体の接触に
伴うパネルの静電容量の変化からタッチ位置を検出するというものである。とりわけ、“
投影型”の静電容量式タッチパネルは、マルチタッチ対応、すなわち、多点の接触検出が
可能であることから、接触点の検出をピンポイントではなく範囲（領域）で行うことがで
き、しかも、その接触領域の位置（場所）を検出できるばかりか、接触領域の大きさや形
なども検出できるので、実施形態における、手の接触パターンの検出手段に用いて好適で
ある。
【００２９】
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　なお、静電容量式のタッチパネルは、手の接触だけでなく、手の接近も検出することが
可能である。手がごく接近するとパネルの静電容量に変化が現れるからである。したがっ
て、実施形態の接触パターンには、接触だけでなく接近の意味も含まれている。以下、接
触パターンで統一するが、これは説明の便宜である。技術思想上は、接近も含んでいるこ
とに留意されたい。
【００３０】
　ここで、本件出願の発明者らの検討によれば、ユーザが携帯電話機１０に対してある操
作を行うとき、その操作と筐体１１の接触パターン（持ち方）との間に相応の関連性があ
ることが見い出された。
【００３１】
　図２は、手の接触パターンを示す概念図である。たとえば、この図の（ａ）に示すよう
に、表示部１２の下部に位置するアイコン２５にタッチして、そのアイコン２５に関連付
けられたアプリケーションを実行しようとするとき、ユーザの多くは、自然に筐体１１の
下部付近を把持する。したがって、その把持状態に対応した特定の接触パターン、つまり
、主として筐体１１の下部付近に分布する接触パターンが検出される。
【００３２】
　または、この図の（ｂ）に示すように、表示部１２の中央部に位置するアイコン２６に
タッチして、そのアイコン２６に関連付けられたアプリケーションを実行しようとすると
き、ユーザの多くは、自然に筐体１１の中央部付近を把持する。したがって、その把持状
態に対応した特定の接触パターン、つまり、主として筐体１１の中央部付近に分布する接
触パターンが検出される。
【００３３】
　または、この図の（ｃ）に示すように、表示部１２の上部に位置するアイコン２７にタ
ッチして、そのアイコン２７に関連付けられたアプリケーションを実行しようとするとき
、ユーザの多くは、自然に筐体１１の上部付近を把持する。したがって、その把持状態に
対応した特定の接触パターン、つまり、主として筐体１１の上部付近に分布する接触パタ
ーンが検出される。
【００３４】
　関連性はこれらの例に限らない。たとえば、画面全体を使って縦スクロールの操作をす
るときは、筐体１１をしっかりと握る必要があるため、ユーザの多くは、自然に筐体１１
の広い部分を把持するので、この場合も、その把持状態に対応した特定の接触パターン、
つまり、筐体１１の広い部分に分布する接触パターンが検出される。あるいは、ピンチイ
ンやピンチアウトの操作をするときは、ユーザの多くは片方の手で筐体１１を保持し、も
う片方の手で操作を行なうため、単に片手で筐体１１を保持しているときとは異なる特定
の接触パターンが検出される。
【００３５】
　これらの接触パターンは当然ながら一例に過ぎず、また、ユーザの癖によっても様々な
接触パターンが検出され得るが、本件出願の発明者らの検討によれば、ユーザが操作に習
熟するにつれてだんだんと上記のような関連性のある接触パターン、いいかえれば、再現
性のある接触パターンに収束していく傾向にあることが見い出された。
【００３６】
　本実施形態のポイントは、かかる接触パターンの関連性を利用して、アプリケーション
の実行に係る操作の簡略化を図ろうとするものである。
【００３７】
　図３は、携帯電話機の内部ブロック図である。この図において、携帯電話機１０は、少
なくとも、筐体１１の内部に実装されたセンサＩ／Ｆ（インターフェース）部２８と、液
晶ディスプレイ等の表示部１２と、この表示部１２のタッチパネルを兼ねる主面接触セン
サ２１と、筐体１１の背面に設けられた背面接触センサ２２と、筐体１１の左右両側面に
設けられた左側面接触センサ２３及び右側面接触センサ２４と、主制御部２９とを備え、
背面接触センサ２２からの信号、左側面接触センサ２３からの信号及び右側面接触センサ
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２４からの信号をセンサＩ／Ｆ部２８を介して主制御部２９に入力するとともに、主制御
部２９で適宜に生成される表示情報を表示部１２に入力し、さらに、主面接触センサ２１
からの信号を主制御部２９に入力するようにして構成されている。なお、上記の各部に加
えて、バッテリ等の電源部や携帯電話用の無線通信部などを備えることはもちろんである
。
【００３８】
　主制御部２９は、プログラム制御方式の制御要素である。この主制御部２９は、不揮発
性且つ書き換え可能なメモリ（たとえば、フラッシュメモリなど；以下、ＰＲＯＭ３０）
にあらかじめ格納されている制御プログラムや制御データを高速半導体メモリ（以下、Ｒ
ＡＭ３１）にロードして、コンピュータ（以下、ＣＰＵ３２）で実行することにより、こ
の携帯電話機１０に必要な様々な機能、たとえば、アイコンの表示機能や、アイコンへの
ユーザ操作（タッチ操作）に対応したイベント発生機能、そのイベントに応答したアプリ
ケーションの実行機能などを、ＣＰＵ３２などのハードウェアリソースと制御プログラム
などのソフトウェアリソースとの有機的結合によって実現する。
【００３９】
　アイコンとは、コンピュータ応用機器の操作画面において、処理の内容や対象を小さな
絵や記号または図形などの部品で模式化して表現した操作対象オブジェクトのことをいう
。ユーザはアイコンを直接タッチして操作できるため、直感性に優れたユーザインターフ
ェイスが得られる。なお、操作対象オブジェクトはアイコンに限らない。タッチ（選択）
することによって、特定のイベントを発生できるものであればよく、たとえば、各種のド
キュメントやインターネットコンテンツなどへのリンク情報（文字列または画像などに埋
め込まれたもの）、あるいは、メニュー情報などであってもよい。
【００４０】
　一般的に、こうしたアイコンは、携帯電話機１０の表示部１２のホーム画面に多数配置
される。とりわけ、スマートフォンと呼ばれる多機能型の携帯電話機１０は、インターネ
ット上のサイトから任意のアプリケーションをダウンロードして自由にインストールでき
るようになっており、その際、アプリケーションごとのアイコンがホーム画面に自動的に
配置されるので、ダウンロードしたアプリケーションの数に対応した大量のアイコンが画
面上に配置されることになる。
【００４１】
　かかる大量のアイコンの存在は、実行すべきアプリケーションを見つけ出し難くして操
作性を悪化させるから、何らかの対策が求められる。本実施形態では、この対策のために
、筐体１１への手の接触パターンを検出してアプリケーションの実行操作の簡略化を図ろ
うとしたものである。
【００４２】
　図４は、ＰＲＯＭ３０の概念的な記憶構造を示す図である。この図において、ＰＲＯＭ
３０は、少なくとも、制御プログラム格納部３０ａと、アプリケーション格納部３０ｂと
、接触パターン情報格納部３０ｃとを有し、制御プログラム格納部３０ａに、ＣＰＵ３２
で実行する制御プログラムを格納するとともに、アプリケーション格納部３０ｂに多数の
アプリケーションプログラム（以下、単にアプリケーションという。）（ここではアプリ
ケーションＡ、Ｂ、Ｃ、・・・・）を格納し、さらに、接触パターン情報格納部３０ｃに
２種類の接触パターン情報を格納している。
【００４３】
　２種類の接触パターン情報の一つは、工場出荷時にあらかじめ規定値（ディフォルトま
たは初期値）として格納される接触パターン情報であり、以下、この接触パターン情報の
ことを「既定接触パターン情報」ということにする。２種類の接触パターン情報の他の一
つは、ユーザによって使用されるたびに学習によって逐次に蓄積記憶されていく接触パタ
ーン情報であり、以下、この接触パターン情報のことを「学習接触パターン情報」という
ことにする。
【００４４】
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　図５は、規定接触パターン情報と学習接触パターン情報の構造模式図である。この図に
おいて、規定接触パターン情報と学習接触パターン情報は、いずれも、接触パターン情報
の格納フィールドと、携帯電話機１０の動作状態（ここでは実行アプリケーション名）の
格納フィールドとを一つのレコードに関連付けして構成されている。たとえば、規定接触
パターン情報「Ｋ００１」に対してアプリケーション名「Ａ」が関連付けされており、同
様に、学習接触パターン情報「Ｇ００１」に対してアプリケーション名の「Ａ」が関連付
けされている。
【００４５】
　なお、この図では、接触パターン情報として「Ｋ００１」や「Ｋ００２」・・・・及び
「Ｇ００１」や「Ｇ００２」・・・・などの文字列を示しているが、これは説明上の便宜
である。実際には、４つの接触センサ（主面接触センサ２１、背面接触センサ２２、左側
面接触センサ２３及び右側面接触センサ２４）で検出された実際の接触パターン情報が格
納されている。
【００４６】
　先にも説明したとおり、規定接触パターン情報は、工場出荷時にあらかじめ規定値とし
て格納された接触パターン情報であり、学習接触パターン情報は、ユーザによって使用さ
れるたびに逐次に蓄積記憶されていく接触パターン情報である。したがって、工場出荷段
階では規定接触パターン情報だけが存在し、学習接触パターン情報は存在していない（“
空”の状態である）。
【００４７】
　図６は、制御プログラムの概略的なフローを示す図である。この図において、ＣＰＵ３
２は、まず、４つの接触センサ（主面接触センサ２１、背面接触センサ２２、左側面接触
センサ２３及び右側面接触センサ２４）を用いて筐体１１の接触パターンを検出する（ス
テップＳ１）。次いで、検出された接触パターンと、ＰＲＯＭ３０の接触パターン情報格
納部３０ｃに格納されている接触パターン情報（規定接触パターン情報と学習接触パター
ン情報）とを照合し（ステップＳ２）、ステップＳ１で検出した接触パターンに該当する
接触パターン情報が、ＰＲＯＭ３０の接触パターン情報格納部３０ｃに存在するか否かを
判定する（ステップＳ３）。
【００４８】
　そして、該当する接触パターン情報が存在していれば、その接触パターン情報に関連付
けされているアプリケーション（たとえば、その接触パターン情報が図５（ａ）の「Ｋ０
０１」であればアプリケーション「Ａ」、あるいは、その接触パターン情報が図５（ｂ）
の「Ｇ００２」であればアプリケーション「Ｂ」）を実行し（ステップＳ４）、再び、ス
テップＳ１に戻る。
【００４９】
　一方、該当する接触パターン情報が存在していなければ、次いで、ユーザによるアプリ
ケーションの実行操作の有無を判定し（ステップＳ５）、アプリケーションの実行が判定
されなかった場合は、再び、ステップＳ１に戻り、アプリケーションの実行が判定された
場合は、ステップＳ１で検出された接触パターンと、ステップＳ５で実行が判定されたア
プリケーションの名前とを学習、つまり、ＰＲＯＭ３０の接触パターン情報格納部３０ｃ
に「学習接触パターン情報」として格納し（ステップＳ６）、再び、ステップＳ１に戻る
。
【００５０】
　このように、本実施形態では、筐体１１の接触パターンに関連付けして、実行すべきア
プリケーションの名前を格納しておき、実際の筐体１１への接触パターンを検出して、そ
の接触パターンに該当する接触パターン情報が記憶されているか否かを判定し、該当する
接触パターン情報が記憶されている場合には、その接触パターン情報に関連付けされたア
プリケーションを実行するようにしたので、いちいちアイコンをタッチすることなく、直
ちに所望のアプリケーションを実行することができる。
　したがって、とりわけ大量のアイコンを有する携帯電話機１０におけるアプリケーショ
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ン実行の操作性改善を図ることができるという特有の効果が得られる。
【００５１】
　また、本実施形態では、工場出荷段階であらかじめ典型的ないくつかの規定接触パター
ン情報を格納しておくので、これらの既定接触パターン情報と同じ接触パターンで筐体１
１に接触する限り、同様にアイコンをタッチすることなく、直ちに所望のアプリケーショ
ンを実行することができるという効果も得られる。
　しかし、このような規定接触パターン情報は、あくまでも典型的な接触パターンにすぎ
ないため、ユーザによっては、同一の接触パターンで筐体１１に接触できないこともあり
得る。そこで、本実施形態では、ユーザによる実際の接触パターンを学習できるようにし
た。
【００５２】
　すなわち、図６のステップＳ３で、該当する接触パターン情報ありが判定されなかった
場合で、且つ、同図のステップＳ５でアプリケーションの実行が判定された場合には、実
際の筐体１１の接触パターン（つまり、ステップＳ１で検出された接触パターン）と、ス
テップＳ５で実行が判定されたアプリケーションの名前とを学習して、接触パターン情報
格納部３０ｃに格納するようにしたので、ユーザの使用頻度が増えるにつれて、検出され
た接触パターンと、接触パターン情報格納部３０ｃに格納された接触パターン情報との照
合精度が徐々に向上するようになるという好ましい特性を得ることができる。
【００５３】
　ここで、図６のステップＳ３における判定は、一致／不一致といった単純な二値判定で
行うことができない。同一ユーザによる同一アプリケーション実行時の接触パターンであ
っても、毎回、微妙に異なることが多いからである。
【００５４】
　図７は、接触パターン判定の概念図である。この図の（ａ）に示すように、たとえば、
１回目の接触パターンの形を便宜的に横長楕円状の「ア」とし、２回目の接触パターンも
同様な横長楕円状の「イ」としたとき、これら二つの接触パターン（ア、イ）の形は、微
妙に異なっていることが多い。したがって、単純に形の一致／不一致で判定することがで
きない。
【００５５】
　そこで、本実施形態では、同一ユーザによる同一アプリケーション実行時の接触パター
ンを毎回収集し、各回の接触パターンの類似度を数値で表し、その数値を所定の判定閾値
と比較することによって、図６のステップＳ３における判定を行うようにした。上記の「
数値」には、たとえば、「積集合」（複数の集合の要素の中で、すべての集合に属してい
る要素全体の集合のこと）の値を用いることができる。つまり、各回の接触パターンの積
集合の値を計算し、その積集合の値を所定の判定閾値と比較することによって、図６のス
テップＳ３における判定を行うようにしてもよい。
【００５６】
　ちなみに、図７の（ｂ）は、（ａ）の２つの接触パターン（ア、イ）の積集合の値を示
す図である。２つの接触パターン（ア、イ）の重なっていない部分の積集合の値は「１」
、重なっている部分の積集合の値は「２」である。重なり部分の積集合の値は、同一ユー
ザによる同一アプリケーション実行時の接触パターンの収集回数が増えるにつれて、徐々
に増加し、ついには所定の判定閾値を超える大きさになる。したがって、以降、図６のス
テップＳ３における判定を支障なく行うことができる。
【００５７】
　図８は、図６のステップＳ３における判定概念図である。この図において、横軸は接触
パターンの分布の大きさを示し、縦軸は接触パターンの尤度（確からしさ）を示す。実線
で示すパターンａは、工場出荷時にあらかじめ規定値として格納されている接触パターン
情報の一つを示しており、このパターンａの分布は狭く、尤度が高くなっている。このパ
ターンａを用いた判定は高精度で、誤判定を回避できるという利点がある一方、分布がず
れた接触パターンを正しく判定できないという不利がある。
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【００５８】
　これに対して、破線で示すパターンｂ、ｃ、ｄは、実際に学習されたものであり、学習
の進み具合に伴い、パターンｂからパターンｃ、さらに、パターンｄへと徐々に積集合の
値が増大したものである。つまり、パターンｂからパターンｃ、さらに、パターンｄへと
尤度が高くなっている。
【００５９】
　これらのパターンａ～ｄに同一の判定閾値（ＳＬ）を適用した場合、規定のパターンａ
では高精度の判定を行うことができる一方、分布がずれた接触パターンを正しく判定でき
ないのに対して、学習されたパターンｂ～ｄでは、当初、ＳＬ以下となってその接触パタ
ーンによる判定が行われないものの、学習が進むにつれてパターンｃ、パターンｄへと徐
々に尤度が高くなるので、最終的にパターンａに相当する高い精度で判定を行うことがで
きる。さらに、学習されたパターンｃやパターンｄはある程度の分布の広がり（積集合の
値のばらつき）を持つので、分布が多少ずれた接触パターンを検出した場合であっても、
広い範囲Ｌａ、Ｌｂで判定を行うことができるという利点が得られる。
【００６０】
　なお、本実施形態は、以上の説明に限定されることなく、様々な変形例や発展例を包含
することは勿論である。たとえば、学習結果をリセット（初期化）できるようにしてもよ
い。すなわち、ユーザの所望により、接触パターン情報格納部３０ｃの学習接触パターン
情報を一括消去できるようにしてもよい。このようにすると、たとえば、他のユーザに携
帯電話機１０を譲った際に学習を一からやり直すことができるので好ましい。
【００６１】
　また、本実施形態では、ＰＲＯＭ３０の接触パターン情報格納部３０ｃに格納する携帯
電話機１０の動作状態を「実行アプリケーション名」、つまり、起動対象のアプリケーシ
ョン名としているが、これに限らず、たとえば、起動対象のアプリケーションを示すアイ
コンの情報、または、実行中（起動中）のアプリケーション名であってもよく、あるいは
、アプリケーション以外の動作状態、たとえば、表示部１２のタッチパネル（主面接触セ
ンサ２１）へのタッチ操作に伴ってＣＰＵ３２で発生する各種のタッチイベント（スクロ
ールイベント、ピンチインまたはピンチアウトイベント、フリックイベントなど）であっ
てもよい。
　また、本実施形態では、筐体１１の接触パターンを検出する検出手段に接触センサを用
いたが、これに限定されない。たとえば、画像センサ、温度センサ、照度センサ、赤外線
センサなどの他のセンサを用いてもよく、あるいは、接触センサを含むそれらのセンサを
組み合わせてもよい。
【００６２】
　また、本実施形態では、図６のステップＳ２で毎回、接触パターンの照合を行っている
が、状況によっては、この照合を行わないようにしてもよい。たとえば、ＰＲＯＭ３０の
接触パターン情報格納部３０ｃに格納されている接触パターン情報の信頼度が低い場合に
は、上記の照合を行わないようにしてもよい。無駄な照合を回避して処理の効率を向上で
きる。
【００６３】
　実施形態では、ユーザが繰り返し携帯電話機１０を使用するたびに接触パターン情報を
記憶（学習）するが、最初のうちは、低精度の接触パターン情報しか記憶されない。この
接触パターン情報は、学習が進むにつれてだんだんと精度が向上していき、ついには、実
用に耐える高い信頼性の接触パターン情報が記憶されることになる。実用に耐える高い信
頼性であるか否かの判断は、たとえば、接触パターン情報の「尤度」（図８参照）に基づ
いて行ってもよい。尤度が判定閾値（ＳＬ）を下回っている場合に上記の照合を行わず、
尤度が判定閾値を超えた場合に上記の照合を行うようにしてもよい。
【００６４】
　また、上記の尤度の代わりに、携帯電話機１０の操作種別や、操作位置、機器の状態に
関連付けて記憶されている接触パターンの数、複数の接触パターンのばらつきを示す統計
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値、それらから得られる精度情報等を用いてもよい。ばらつきを示す統計値とは、記憶さ
れている複数の接触パターンの平均領域に対して、一つ一つの接触パターンがどれだけず
れているかを示す値であり、たとえば、標準偏差または最小値と最大値の差等である。記
憶している接触パターンの数が多いほど、接触パターンの特徴を正確に捉えることができ
、精度が高くなる。また、数が充分多くなくてもばらつきが小さいほど、精度が高くなる
。精度が高い場合は、図６のステップＳ２の照合を行い、精度が低い場合は照合を行わな
いようにする。
【００６５】
　精度が低い場合とは、接触パターンの数が少ないか、または、数が多くてもばらつきが
大きく、利用シーンごとに設定される適切な精度が得られない場合のことをいう。この場
合、接触パターンを検出する検出手段以外の他の手段を用いて判定を行なってもよい。他
の手段としては、たとえば、パスワード（暗証番号）の判定手段、指紋認証や顔認証等の
判定手段などが考えられる。接触パターンを検出する検出手段は、精度が充分であればき
わめて便利であるが、精度が不充分な場合はかえって誤操作を招いて不便になるので、よ
り面倒ではあるが、信頼性の高い上記他の手段に切り替えるようにしてもよい。このよう
に他の手段を併用する場合において、接触パターンを検出する検出手段を利用する際には
、当然ながら、上記他の手段による判定を行わないようにする。
【００６６】
　また、図６のステップＳ２における照合の際に、携帯電話機１０の状態によっては、そ
の照合の方法を変更するようにしてもよい。たとえば、携帯電話機１０の状態がロックを
解除しようとする状態にある場合には、高い精度で照合が行われるようにすることが望ま
しい。ロックの解除は、携帯電話機１０を使用不能な状態から使用可能な状態へと変化さ
せることであり、より正確な接触パターンの判定を必要とするからである。これには、た
とえば、記憶されている複数の接触パターンのばらつき範囲に対して、充分に狭い範囲が
照合範囲となるようにしてもよい。また、たとえば、メールや写真等の個人情報にアクセ
スする操作の場合にも、高い精度で照合が行われるようにしてもよい。ロック解除と同様
により正確な接触パターンの判定を必要とするからである。あるいは、場合によっては、
ある程度低い精度で照合を行うようにしてもよい。たとえば、写真や動画の撮影を行なう
操作などの場合である。このような場合、シャッタチャンスを逃さないためにスピード重
視の特性とすることが望ましいからである。これには、たとえば、記憶されている複数の
接触パターンのばらつき範囲に対して、充分に広い範囲が照合範囲となるようにすればよ
い。
【００６７】
　この出願は、２０１２年１１月２０日に出願された日本出願特願２０１２－２５４２１
８号を基礎とする優先権を主張し、その開示を全てここに取り込む。
【００６８】
（付記）
　以下、本発明の特徴を付記する。
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
［１］
　図９は、付記１の構成図である。
　付記１は、筐体１００（実施形態の筐体１１に相当）への接触物の接触パターンを検出
する検出手段１０１（実施形態のＣＰＵ３２に相当）と、
　携帯電子機器１０２（実施形態の携帯電話機１０に相当）の動作状態と前記接触パター
ンとを関連付けして記憶可能な記憶手段１０３（実施形態のＰＲＯＭ３０に相当）と、
　前記検出手段１０１によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記
憶手段１０３に記憶されているか否かを判定する判定手段１０４（実施形態のＣＰＵ３２
に相当）と、
　前記判定手段１０４によって、該当する接触パターンが前記記憶手段１０３に記憶され
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ていると判定された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段１０３に記憶さ
れている動作状態となるように携帯電子機器１０２を制御する制御手段１０５（実施形態
のＣＰＵ３２に相当）と、
　前記検出手段１０１によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または
検出直後にユーザによって実行された前記携帯電子機器１０２の動作状態とを関連付けし
て前記記憶手段１０３に記憶させる学習手段１０６（実施形態のＣＰＵ３２に相当）と
　を備えたことを特徴とする携帯電子機器１０２である。
［２］
　付記２は、前記記憶手段は、あらかじめ携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンと
を関連付けして記憶していることを特徴とする付記１に記載の携帯電子機器である。
［３］
　付記３は、前記判定手段は、前記記憶手段に記憶されている接触パターンが所定の精度
を上回っているときに前記判定を行うことを特徴とする付記１または２いずれかに記載の
携帯電子機器である。
［４］
　付記４は、前記動作状態は、前記携帯電子機器で起動中のアプリケーションに関連する
ものであることを特徴とする付記１乃至３いずれかに記載の携帯電子機器である。
［５］
　付記５は、前記動作状態は、前記携帯電子機器で起動対象となっているアプリケーショ
ンに関連するものであることを特徴とする付記１乃至３いずれかに記載の携帯電子機器で
ある。
［６］
　付記６は、前記動作状態は、スクロールイベントに関連するものであることを特徴とす
る付記１乃至３いずれかに記載の携帯電子機器である。
［７］
　付記７は、前記動作状態は、ピンチインまたはピンチアウトイベントに関連するもので
あることを特徴とする付記１乃至３いずれかに記載の携帯電子機器である。
［８］
　付記８は、前記動作状態は、フリックイベントに関連するものであることを特徴とする
付記１乃至３いずれかに記載の携帯電子機器である。
［９］
　付記９は、筐体への接触物の接触パターンを検出する検出工程と、
　携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶手段に記憶させるこ
とが可能な記憶工程と、
　前記検出工程によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段
に記憶されているか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定
された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態と
なるように携帯電子機器を制御する制御工程と、
　前記検出工程によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直
後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手
段に記憶させる学習工程と
　を含むことを特徴とする、携帯電子機器の制御方法である。
［１０］
　付記１０は、携帯電子機器のコンピュータに、
　筐体への接触物の接触パターンを検出する検出手段、
　前記携帯電子機器の動作状態と前記接触パターンとを関連付けして記憶可能な記憶手段
、
　前記検出手段によって検出された接触パターンに該当する接触パターンが前記記憶手段
に記憶されているか否かを判定する判定手段、
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　前記判定手段によって、該当する接触パターンが前記記憶手段に記憶されていると判定
された場合に、当該接触パターンに関連付けて前記記憶手段に記憶されている動作状態と
なるように携帯電子機器を制御する制御手段、
　前記検出手段によって検出された接触パターンと該接触パターンの検出時または検出直
後にユーザによって実行された前記携帯電子機器の動作状態とを関連付けして前記記憶手
段に記憶させる学習手段
　としての機能を与えることを特徴とするプログラムである。
【符号の説明】
【００６９】
　１０　携帯電話機
　１１　筐体
　３０　ＰＲＯＭ
　３２　ＣＰＵ
　１００　筐体
　１０１　検出手段
　１０２　携帯電子機器
　１０３　記憶手段
　１０４　判定手段
　１０５　制御手段
　１０６　学習手段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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